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描画を通して行われた喪の作業

須田誠*

Mourning Works through Drawing 

Makoto SUDA * 

This article is the analysis of a crisis intervention condllcted for a certain girl and her father. After her mothel 

died of an illness， the girl started exhibiting problem behaviors such as social withdrawal (hik.ikomori) and shop-

lifting. Her father was also exhausted. 1l1ey had evidently not品nishedmourning for their loss. To address this is-

slle， the author自rstcounseled both the girl and the father to aid recovery. In the session with the girl， the allthor 

incorporated drawing into the process and she was encouraged to weave a story based on her drawing. Second， her 

drawing and the story were lIsed in her father s interview to encourage conversation abollt their loss and help them 

come to terms with it. As a reslllt， the girl and her father were able to complete the mOllrning process. 1l1ey over 

came their maladaptive mourning and resllmed their normallives 
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問 題

"ニツクは，やさしく 言った。「悲しみを感じる

ほうが，f可も感じないより，す.つといい…J(略)

ニツクはうつむいて，長い息そはいた。肩の力を

抜いて，からだを リラ ックスさせる。自然に言葉

が1:1:1てきた。「母さんは...J 言えたのはそこまで

で，あとは涙になってしまった。ニツクは，ジャ

ステ ィンの腕のなかに身を投げ出した。「母さん

は死んだ。ず、っと前に，死んだ。なのに，僕はそ

れをaめないで，みんなにつらい思いをさせて3
た…」 ジャステインは，い ま聞いていることが

信じられなかった。泣きじゃくるニツクを， しば

らくじっと抱えていた。そして， 言った。「そう

ね，ニツク。お母さんは亡くなったわねJ

これは，アメリカの児童文学者 Lamb(1995， 

土屋京子訳，1995)による小説 [J1l1eEnd of SUI11ー

*福島学院大学福祉学部

merj]の一場面である。母親の死を受け容れられず

に，母親が生きているかのよう に振る舞ってきた

12歳の少年:ニックが，叔母:ジャスティンに母

親が死んだことを認める場面である。ニツクは愛猫

の「ザ ・ゴースト」が不治の病気で苦しんでいる様

を見て苦悩し，ザ ・ゴーストの安楽死を決断し実行

する。その直後に，彼は叔母に母親が死んだことを

戸忍めたのであ る 。 それを W~1いて ， rl茨母もまた動嬬す

る。彼女にとって「明の母親の死」は「自分の姉の

死」をも意味するからだ。

人間関係に死別はっきものである。親子もいつか

必ず死別する。一般的には，親が先に死ぬ。 しか

し，それは子どもが自立した段階，つまり， ライフ

サイクlレで、言えば子どもの中年期以降であるこ どが

圧倒的である。子どもが思春期の時には，心理的に

親から分間Ifして内的な対象喪失 (objectloss)を経験

するこどで成長そしてゆく 。しかし，それが現実的

な対象喪失である場合は，子どもはどのような反応
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を示すのであろうか。また， 子どもにとっての親の

死別は，妻あるいは夫にとっては配偶者との死別を

意味する。遺された配偶者はどのような反応を示

し，どのように子どもと援するのであろうか。

本稿では，母親どの死別後にひきこもりを呈した

少女に対するカウンセリングど，彼女に対応でさず

に困惑する父親に対するカウンセリングの事例を紹

介する。この両者ども“愛着の対象を失ったこと

に対する悲哀 (mourning)の心理過程"(小此木，

1979)にあった。通常，愛する対象を失った時，人

はその事実を否認したり，怒りや恐怖や絶望等の複

雑な感情に揺れ動きながらも，現実を受容するに至

る。 しかし， この父娘のそれは，笠原(1977)の言

う「異常悲哀反応」の状態にあった。笠原(1977)

は“異常悲哀反応どは，愛する者どの死別ののち，

必ずしも死者どは関係のない苦悩を反復円環的に

延々とくりかえす。(111各)無力感，無用者感，出口

のないいらだちが悪循環的に症状の度を深める"ど

述べているが， 筆者がこの父娘ど出会った時がまさ

に 「悪循環」の様相を呈していた時期であった。

また，本事例の少女のカウンセリングにおいては

描画 (drawing)を援用したのだが，カウンセリング

における描画は，心理検査として用いるだけではな

く，コミュニケーションの一つの手段でもある。そ

して，そのコミュニケーションによってクライエン

トが危機的状況を脱して精神的成長が促進される場

合がある。ゃまだ (2000)は“愛する人を喪失した

どきは，人生の物語をもっとも必要どするとき"で

あると指摘し，更に“死者も幸せで悔いがない，生

きて残された人々も幸せで悔いがないと思えるとき

に，物語化が良い方向に動く"と論じている。そこ

で，本事例のカウンセリングでは，描画という非言

語的表現を媒介に，クライエン卜の言語化を促し，

更に，母親を(父親にとっては妻を)物語り (story

telling)，家族主子物語ることによって，過去と向き合

い，母親(妻)の死というライフ・イベン卜の意味

付けの再構築を行った。

尚，本稿では，少女が描いた絵を筆者が模写した

ものを掲載する。そのため，少女の絵のオリジナリ

ティや芸術性は損なわれてしまった。しかし， 筆者

は，中井(1976)の言う「芸術療法における関与 し

ながらの観察」を重視し，“患者の筆先，指先のう

ごさを追体験しながら， 1侍に模写しつつ眺めると一

見些細な細部の重要な意味が明らかになる"こどを

目指したのである。また，事例を紹介するにあたっ

て， 事例の解釈に差し障りのない範囲で情報を適宜

変更し，プライパシーの保護を徹底して行ったこと

も併せて述べておく 。

事例紹介

本事例の登場人物は， A子さん，父親，母親，叔

母，担任，部活の顧問，部活の仲間，そして臨床心

理士の筆者である。月にl回の無料の公共相談であ

り，場所は公共機関内の一室である。初回以外は原

則どして， A子さんと筆者の2人だけの 40分の面

談念行い， A子さんとの面談の直後に，父親ど筆者

の2人だけの 20分の面談を行った。カウンセ リン

グは各々 7回，約 7カ月にEり展開した。

援助方針については，筆者は，通常は言語の遣り

取りを時閣をかけて行い，支持的 (supportive)に接

して洞祭 (insight)を促すというアフ。ローチを取って

いる。しかし，本事例では，月に l固という制約が

あり， A子さんも父親も言語化が難しいタイ プで

あったため，描商を導入することで話題を共有 し，

問題解決型 (solutionfocused approach)の具体的な指

示 (direction)を出すよう努めた。また，家族どその

周辺の人々を援助資源 (socialresource)ど捉えて，

連携するよう努めた。

以後，カウンセリングの回数を1"# 1: A子さん」

1" # 1:父親J等ど表記する。更に， A子さんと父

親およびその他の人物の発言は 1" Jで表記し， 筆

者の発言はく〉で表記した。また， A子さんがど

の商談でどの絵を描いたかを，表 lに表す。

表1. 各而談で揃かれた絵

巨l

絵

# 7 

なし



須田:州国を通して行われた喪の作業 ( 299 ) 

ー(')ト /f〈 (ン jj 

/;--，¥(ソ仏J

J6Lbyyそ
35i¥i if込九
~~f ) ¥ V~J 

母を亡くしてひさこもる 15歳の少女の物語

メイン・ストーリー

# 1: A子さん 中学3年生の A子さんは， 初回

は，ずっと怖いていた。筆者の質問にも 「ええ」

「まあ」という必要最低限の言築でしか応えてくれ

なし、。反抗的どいうよりも無気力どいう印象であっ

た。A子さんの心理検査の受検は父親の強し、希望で

あり， 筆者はく嫌なら無理して受けることはない

よ〉ど伝えたのだが， A子さんは 「受けてみようと

思し、ます」ど小声でI泣いた。

さて， A子さんが来談した経緯は以下の通りであ

る。中学校にも通わずに家にひきこもって無為な生

活をしていた A子さんであるが，突然，近所のコ

ンビニエンス ・ストアで、安い化粧fillを万引きし，そ

のことで父親ど喧嘩をして，家を飛び出してしまっ

たのである。そして，テレクラで知り合った男性に

会いに行き，その男性の車に乗る乗らないで押し問

答になった挙句に A子さんは殴られてしまったの

である。幸いにも，それを目撃した通行人が警察に

通報し，A子さんは無事，瞥祭に保護された。尚，

その男性は逃亡し， A子さんと父親の 「騒ぎにした

絵A

くない」と いう訴えから，逮捕されるには至らな

かった。「娘の気もちが全くわからない」ど訴える

父親に，担任が 「父娘でカウンセリングを受けては

どうか?Jと勧めた。そこで，父親は A子さんを

連れて筆者の元を訪れたのであった。

A子さんはお父さんど二人暮らしである。母親

は， A子さんが小学 6年生の秋に内臓の疾患のため

入院をした。その頃に A子さんは初潮を迎えたが，

「自分で何どかしたようです」ど父親はこの後の而

談で語った。A子さんが中学 1年生の夏休みに，-/呈

親は闘病の末に亡くなった。母親の入院中，A子さ

んはお見~t ， 、に行くことを嫌がったそうである 。 母

親を亡くしてから， A子さんは学校を休みがちに

なった。そして，母親の位牌に手を合わせることを

しない A子さんに，父親は憤 りを感じていた。 も

ともと，A子さんはおとなしい性格であったが，Iヨ
親を亡くしてからは， ますます無口になった。父親

もまた寡黙な人物で、あり， A子さんによると「今，

家の中ではテレビの音しかしない」と語った。

そして，中学 2年生の l学期には，A子さんは友

人ど些細なこどでl喧l嘩をし，いっそう学校に行きた

がらなくなった。それでも，所属していた軽音楽部
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には，中学 2年生の夏休みまで休まずに参加し， 全

国大会にも出場した。しかし， I授業には出ないく

せに，部活には出ている」ど友人から非難され， A

子さんは中学2年生の 2学期からは完全な不登校に

なり，やがてひきこもってしまった。中学3年生に

なっても，家で無為に過ごしている A子さんを見

かねて，父親は「学校を変えれば，通学するかもし

れない」ど思いつき， A子さんには無断で、転校の手

続きをした。しかし， A子さんは新しい中学校には

l日しか行かなかった。

初回の面談で A子さんが描いてくれたのが絵A

である。A4用紙の上の方に，鉛筆で， 浮かんだよ

うに木ど動物の絵が描いてある。筆者は，パウムテ

ストを実施したのであり，紙ど鉛筆と消しゴムだけ

を渡し，く一本の実のなる樹を自由に描いて下さい〉

どだけ教示した。

通常， 筆者は，クライエン卜が絵を描いてくれた

場合，I解釈」や「分析」というものとは別もので

ある「感想」を，しかもポジティブな感想を伝える

ことにしている。 しかし，この絵Aを見て， 筆者

は何ど言葉をかけていいのかわからす，困ってし

まった。テストバッテリーとして施行した SCT(文

絵 B

章完成法テスト)に目を通してみた。A子さんは，

ほとんどの回答を「わからないJI特にない」等と

していた。時折見られる文章では I(家では)ほと

んど自分の部屋にいる」というように現在形で回答

していたが， 一つだけ過去形で書かれている文章が

あった。I(お母さん)はとてもやさしかった」であ

る。結局，この初回面談で筆者は A子さんに く頑

張って心理検査に取り組んでくれてありがとう〉と

しか伝えることができなかった。そして， 筆者が

くまた来月，お話しに来てくれるかな?)と尋ねる

ど， A子さんは小声で、 「はし、」と答えたのである。

# 2: A子さん 筆者は， SCTの文章ど絵Aを見

ていて感じたこどを A子さんに慎重に話しかけて

みた。くこのパンダは，お父さんにそっくりだね〉

すると術いて無表情だった A子さんが，顔を上げ

て少しだけ微笑んだ。くこのお猿さんは， A子さん

なのかな?)A子さんは微笑みながら領いた。筆者

はドキドキしながら質問を続けた。くすると， この

優しい感じの樹は，お母さんかな?)A子さんは微

笑みながら下を向いてしまった。ここからは，より

慎重に進めなければならなし、。筆者の解釈に A子

さんが同意してくれたとしても，筆者がA子さん
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の無意識を不用意に暴くことで， A子さんの不安を

煽ったり精神的動揺を激しくさせるようであれば，

方針を変えなければならないからである。しかし，

A子さんは，筆者の解釈をもっど聴きたがった。そ

して，筆者は続けた。くなんだか，お父さんも A子

さんも，お母さんから離れられなくて，気もちだけ

が一緒に天に昇っているようだね>0A子さんは少
し表情を強張らせて下を向いてしまった。

ここで筆者はある提案をした。それは，本来のパ

ウムテストから逸脱してしまうものである。く次回

はこの絵の続きを描いてみょうか?>ど提案したの

である。すると， A子さんは領いて，やっど話し始

めた。「私，実は漫画を描くのが好きで，家でノ ー

トに描いています。下手な落書きですけど」。それ

を聴いて， 筆者はもう一つの提案をした。くじゃあ，

この絵から出発して， 4コマ漫画みたいなものを揃

いてみょうか?>oA子さんはにっこり笑って領い

た。

# 3: A子さん絵Bを描いてくれた。彩色が施

されており，前回よりも丁寧に描かれている。花ど

犬どドラえもんが加わり， 青い空に浮かんで、いる。

下の部分は空白である。A子さんは「前回は，デタ

絵c

ラメに描いた絵なので， もう 一度描き直 しました。

それから，絵本みたいに物語が書き込めるように，

下の部分は空けま した」ど語った。絵の下の部分に

は直接は書き込まず，その時その時にj思い浮かんだ

お話を諮ることになった。A子さんは，今回は，絵

を描きながらいろいろな話をしてくれた。A子さん

は「お父さんは，お母さんが死んでから厳しくなっ

た。笑わなくなった。お父さんは私に 『お母さんが

死んだ、のに平気な顔をしている』 ど怒るけれども，

私だって平気なはずがない。お母さんが死んでし

まって寂しい。けれども，お父さんが前よりも頑

張って仕事をしているのを見るど，私は悲しい顔を

してはいけないような気がしてくる。 学校には行

きたくない。学校に行くど，作り笑いをしなけれは‘

ならないから。でも，独りで部屋にいるど寂しく

なったり，苛々 したりする」ど語った。筆者がく本

当は家にひきこもっているのは寂しく て辛いんだ

ね?>と問うど， A子さんは「うん。けれども，私

には他に行く場所がない」ど応えた。

# 4: A子さん絵Cを描いてくれた。緑の野原

に母親である樹を残して， ドラえもんど一緒に皆で

青い空を飛んでいる。絵 Aや絵Bのように，ふわ
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ふわとi漂っているのではなく， Iタケコプター」を

使って自分の意志で飛んでいる。筆者が くお母さん

が何か言っているね。寂しがっているのかな7)と

尋ねると， A子さんは「うん。お母さんは病気で死

んで，苦しかったと思う。寂しかったと思う。で

も，私はお母さんが痩せていくのを見るのが怖かっ

た。だから，お見舞いにも行けなかった。でも，今

はもっとお見舞いに行っていれば良かったって後悔

してる。さつど，私がお母さんに会いたかったよう

に，お母さんも私に会いたかったんだろうなo ・で

も，この絵では，お母さんは皆を心配して， i'気を

つけて遊んできなさい』って言ってるんです。花が

あるから，お母さんは寂しくありません」ど応え

た。そして，筆者がくお父さんに，この絵を見せて

物語を聞かせてあげてもし、いかなあ7)と尋ねる

と， A子さんは少し跨踏したものの 「はい。少し恥

ずかしいですけれども，いいですよ。お父さんにも

私の気もちを知ってもらいたいから」ど応えた。

# 5: A子さん絵Dを描いてくれた。笑顔のお

陽様が加わった。 A子さんは 「お母さんは，もう心

配していません。楽しく遊んでいる皆を見守ってい

ます。この絵の場所は，最初は寂しくて暗くて寒い

絵 D

場所かど思っていた。でも，お陽様が皆を温かく H?cl

らしてくれて， 雲が綿菓子になってとっても美味し

い。そんな楽しい場所だってわかりました」ど語っ

た。絵を描きながら， A子さんど学校の話をした。

A子さんは 「転校の手続きは，お父さんが勝手にし

たんです。今の学校には，行きたくありません。で

も，前の学校なら部活の顧問の先生もよくしてくれ

たし，部活には参加できると思います。前の学校に

戻りたい一」と訴えた。そこで， 筆者は， A子さん

に くその気もちを自分でお父さんに言ってごらん〉

ど伝えるど， A子さんは「ーー自分で言ってみます。

でも，先生からも言って下さい」ど応えたのであっ

た。

# 6: A子さん A子さんは開口一番に 「前!の学

校に戻れました。授業には出られないけど，部活に

は出ています。最後の県大会に向けて練習していま

す」と報告をしてくれた。この面談で描いてくれた

のが，絵Eである。今回は画用紙いっぱいに描い

てある。配色も見事である。鮮やかな青空を背景

に，母親である樹は緑の大地に根付いた。A子さん

は「この野原には，花も沢山咲いているのでほっと

できます。私もお父さんも，お母さんといつまでも
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一緒です。でも， ドラえもんだけが，どこかへ行っ

てしまうの」ど諮った。更に， Iこの犬は私が昔に

飼っていた子です。死んじゃって悲しくて悲しくて

もう二度ど犬は飼わないと思ってた。でも，この子

のことを大切な思い出に しながら，また新しい子を

飼いたいなあ」ど諾った。その時，筆者は くA子さ

んは，もう大丈夫かな〉ど感じたのである。そこ

で，くA子さんも落ち着いてきたみたいだし，次回

を最終回にしょうか? 次固までに，絵本の文章を

考えておいで〉ど筆者は寂しい提案をした。

# 7: A子さん 筆者はA子さんの待っている商

談室に向かった。すると，商談室から笑い声が聞こ

えてきた。私を待っている間，女性職員とおl味りを

楽しんでいたのである。ほとんど押し黙っていた初

回からは考えられない変わりようである。筆者は，

まず部活のことを尋ねた。すると， A子さんは嬉し

そうに，鞄から雑誌を取り出して， I県大会の出場

が決まったんです。今，猛練習で大変です。ウチの

音11の写真がこの雑誌にも載ったんですよ。私も小さ

いけど写っています。でも， 小さすまでどれが誰だ

かわからないって皆で笑ってるんですよJど諮っ

た。A子さんにつられて自然ど筆者も笑ってしまっ

絵E

た。A子さんは 「実はお母さんも音楽をやっていた

んです。だから，私が音楽を続けることを応援して

くれていると思う。 全然勉強していなかったから

無理だと思うけど，音楽科がある高校そ受験しよう

と思っているんです。実は・・・そこに好きな先輩が

通っているんです」ど語った。筆者が くそこまで想

われるその先輩が羨ましいなあ〉と言うど，A子さ

んは 「あ，もちろん，先生のこども好きですよ」と

言って.二人で大笑いをした。

さて， 名残惜しいのだが，終了時間である。筆者

は， くやはり絵本の文章は書き込まないこどにしょ

うか? 1年後，5年後に遣う物語が思い浮かぶか

もしれないものね〉ど提案 した。それに A子さん

も同意した。最後に，筆者が く今は全国大会に向け

て，練習に励んで下さし、。その後は，受験だね。A

子さんの希望が叶うかどうかはわかりません。で

も，この半年で色々なこどを経験して乗り越えてき

たんだから，これからも何があっても乗り越えてい

けそうだね。でも，挫けそうになったらまたおい

で〉ど伝えると，八子さんは 「はい!Jど元気な返

事をした。

A子さんと父親どのカウンセ リングを終えて，数
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カ月後のことである。A子さんから筆者の元に電話ー

があった。電話での A子さんの声は落ち着いてい

た。「お久しぶりです。高校受験，第一希望はダメ

でした。勉強してなかったから， しょうがないで

す。でも，別の高校に行くこどになりました。そこ

で音楽を続けます」ど語った。

高校受験など何かに失敗した時，悲しさをけ惑じる

のは当然のことである。しかし，悲しみのあまり動

きがとれないままでいるか，悲しくても次のステッ

プを踏み出せるかどうかは，社会的な適応を考えた

場合，大きな違いがある。A子さんは次のステップ

に踏み出せたと，この時の筆者は理解した。筆者が

くちゃ んと報告の電話をくれるなんて立派だね。4

月からの新しい生活が楽しみだね。ぜひ音楽を続け

て， 今度は大きな写真が載るといいね〉と伝える

と， A子さんは「はし、 1必ず!Jどいうまたしても

元気な返事を した。A子さんの新しい生活の成功を

願いながら，筆者は電話を置いた。幸い，その後，

十年以上経過しているが， 筆者の元に連絡はない。

妻を亡くし娘の問題行動に悩む父親の物語

サイド・ストーリー

# 1:父親大工の父親は，仕事の合聞に作業着

のまま娘を連れて来談した。30代半ばという年齢

にしては老けて見える。厳つい表情をして「娘をよ

ろしくお願いいたします」ど何度も頭を下げる父親

に対して， 筆者は謹厳実直どいう印象を受けると同

時に，特徴的な垂れ目もまた印象に残った。

筆者ど二人だけの面談になるど父親はきつく口を

閉じ，押し黙っていた。ようやく口を開くと，父親

は「娘がこうなってしまったのは，私のせいです。

私が悪いのです。申 し訳ありません」ど訴えた。筆

者がく理由はどうであれ，娘さんがしたことは娘さ

んが自分で責任を負わなければならないはずです

よ。お父さんが謝って済むことではありません〉と

伝えると，父事見は「いえ，私が娘のことがわからな

いからー・いえ・一私には親子どいうものがわからない

から， こうなったんですJと更に訴えた。そして，

父親は前々と語り始めたのである。「私には身寄り

がいません。物心ついたときには施設にいました。

中学を卒業するど施設を出なければならず， 資格を

取って，働き始めま した。しかし， 当時は世をfy，IJね

て，チンピラのような生き方をしていました。そん

な11寺，妻ど出会ったのです。妻も妹がいる以外は，

施設にこそ入らなかったものの，私ど同じような境

遇でした。妻の両親は素行が悪く ，妻は家を飛び出

し，妹以外どは交流を絶っていました。妻は明るい

しっかり者で，子育てはすっかり妻に頼っていまし

た。それなのに， まさか病気で死んでしまうとは・・・」

と諮り，その後は涙ながらに「申し訳ありません」

と繰り返すばかりであった。

そして，テレクラの件では父親もひどくショック

を受けていた。筆者が くテレクラのことをどう思い

ますか?)ど問うど，父親は「全 く思いもよらな

かった。しかし，このまま終わりにしてはいけない

と思うものの 私が性的なことを娘に教えるのは抵

抗がある 」ど応えた。そこで，筆者は く誰か頼り

になる女性はいませんか?)と問うた。もしも，父

親が母親の妹の名を挙げなければ， 筆者は女性職員

または地域の保健師に， A子さんに女性の 「性」に

ついての教授をお願いしょうかど考えていたのだ

が，それは杷憂で済んだ。筆者の聞いに，父親は

く妻も私も親戚が少なくて 。でも， 最近は交流が

ないのですが， A子がよく懐いている叔母がし、るの

で，叔母に事情を話して，A子を諭してもらいま

す〉と)芯えたのである。

また， I勝手に転校をさせたのも大失敗だった」

と悔やむ父親に， 筆者は くお父さんなりに心配して

のことですよね。娘さんを思つての行動力は素晴ら

しいものですよ〉ど労った。

# 2:父親 父親は「娘が学校にも行かずに，家
でゴロゴロしているのを見ると，情けないやら悲し

いやら，何ども言えない気もちになります」ど訴え

た。更に， Iそもそも，娘は妻の見舞いにもあまり

行かなかったし，今でも妻の位牌に手を合わせるこ

とすらしない。一休どういうつもりなんでしょう

か」ど語った。筆者が く頭にきますか7)ど尋ねる

と，父親は「そりゃあ，頭にきますよ。要は頑張っ

て病気ど闘っていたのに， A子は最後の最後は見舞

いに来なかったのですから。妻の位牌に 『水をあけ、

て』 どA子に頼んでも，知らん顔なので，本当に

腹立たしいです」と語った。筆者が くA子さんとお

母さんはうまくいっていなかったのですか?)と問

うど，父親は 「いえ，本当に仲の良い母娘でした。

何をするのもいつも一緒で， A子もいつまでも 『お

母さん，お母さん』ど甘えていました。それなのに
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一体なぜ，こんな…」と声を詰まらせた。筆者が

く入院していた奥さんが衰えていくのを見ていて，

お父さんはどう思いましたか7)と問うと，父親は

「それは辛かったですよ。 しかし， 夫婦ですから，

家族ですから，見届けなければならないでしょう」

と応えた。更に，筆者がくでも， A子さんにとって

は大好きなお母さんが衰えていくのを見ることがで

きなかったのかもしれませんね。初潮を自分で何ど

かしたのも，病気のお母さんに相談して心配させた

くなかったのかもしれません〉ど伝えると，父親は

「そういう考えもあるんですね」ど小さく I泣いた。

そして，筆者はくA子さんはとても優しい子です

よ。良いところもたくさんあるはず。それはお父さ

んもま日っていますよね。 A子さんの良いところを褒

めてあげて下さい〉ど伝えた。

尚，この時の面談で，父親は「叔母が涙ながらに

娘にテレクラの件を注意してくれました。娘も大泣

きをして， wごめんなさい， もうしません」 ど謝っ

たそうです」ど語った。

# 3:父親父親は 「カウンセ リングで教わった

ように， A子の良いところを見つけて褒めてみるこ

どにしたんです。A子は食器洗いと洗濯はしっかり

やってくれるので， wいつも，ありがとう。助かる

よ』ど言ってみたら， A子も満更でもない顔をして

いました。今までは，全く無言だったのですが，

『ああ』どか 『うん』どか返事をしてくれるように

なったのは，それからです。もっとも，私は仕事が

忙しくて，あまり A子ど顔を合わせる時間はない

のですが」ど笑顔で、語った。

# 4:父親 父親にA子さんの絵を見せて物語を

聴かせるど， Iあの子が， こんなお話を作るなんて 一。

やっぱり， A子も母親のことを忘れてはいないん

ですね，安心しました」ど語った。更に，父親は

「・昔，私は， 妻ど A子から 『垂れ自のパンダ』ど

よくからかわれました。それにしても先生はよくこ

のパンターが私だどわかりましたね」ど言う ので， 筆

者がくお父さんの垂れ自はとてもチャーミングです

よ〉ど伝えるど，父親は苦笑していた。

そして，筆者がくところで，相変わらずお忙しい

のですかっ -奥さんが入院していた頃は忙しくて

もお見舞いに行けていたのでしょう? それなら

ば，今でも A子さんと向き合う時聞は作れますよ

ね〉と直面化を試みると，父親は「ーその通りで

す。A子と向き合うのが怖いんです。 また何か問

題を起こしたらど考えると心配になって しまいま

す。 それに， A子は妻によく 似ている 。A子を

見ると妻を思い出してしまう。そうすると， 妻に責

められているように感じてしまう。自分のせいで妻

の人生は台無しになってしまったのではないかど自

分でも思います。今でもそんなことばかり考えてい

るのです。だから，仕事に没頭している時の方が何

も考えずに済むので，楽なのです」ど語った。

# 5:父親父親は落胆した表情で IA子は相変

わらず学校にも行かないどころか，外出もしない」

と訴えた。筆者がくA子さんにお小遣いを与えてい

るのですか7)ど尋ねると，父親は意外な顔をして

「いL、え，あの万引主ど家出の一件以来，お金は渡

していません。家にお金を置かないようにしていま

す」と応えた。そこで，筆者がくお金は外の世界ど

の接点になります。お金がないと A子さんは好き

な漫画もお菓子も買えません。いつかは与える日が

来るのですから，今， A子さんを信用してお小遣い

を与えても良いのではないでしょうか7)と提案す

ると，父親は「お金を持ってまた飛び、出してしまう

のではないかと不安でもありますが，今の娘なら大

丈夫そうにも思えます。 …お小遣いを与えることに

します」ど応えた。

また，筆者から A子さんが前の学校に戻 りた

がっていることを伝え，く前の学校に戻ることがで

きるかどうか，両方の学校に相談してはどうです

か7)ど提案した。すると，父親はすぐさま前の学

校に戻る手続きそするど応えた。そこで， 筆者が

くA子さんは自分でお父さんに伝えると言っていた

ので，それを待って，今度はしっかり話し合いを し

て下さいね〉と伝えるど，父親は「わかりました」

と請け負ったのである。

# 6:父親父親は「娘が前の学校に行くように

なりました。張り切って部活に出ています。顧問の

先生もよく面倒を見てくれています」ど笑顔で諮っ

た。更に父親は IA子が 『お父さん，お小遣いをあ

りがとう』って言ったんです。A子は，そのおかげ

で部活の帰りに仲間どファーストフードに寄ってお

喋りをするこどができると喜んでいます。娘を疑っ

て申し訳なかったと今では思います」ど語った。

そして，絵 Eの物語を聞いた父親は「妻に辛い

思し、をさせたと申し訳なく思っていたけれど，この
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絵を見て，妻はあの世で元気にやっているんだと思

えます。さつど本当に妻は私たちのことを見守って

いるのでしょうね。A子は家族の楽しい思い出を忘

れずにいるのですね。在、も委と A子との楽しい思

い出を何度でも思い出してみようと思います」と
否:将 司ルー

日首つ μ。

# 7:父親父親の表情は穏やかであった。父親

は「学校が特別教室を用意してくれました。娘は，

保健室にしか登校できない子たちと一緒に勉強して

います」ど語った。更に， iしかも， A子は進学す

る;昔、欲も出てきたみたいで，勉強も頑張っていま

す」と笑顔で語った。更に父親は A子さんの今ま

での絵を一通り眺めて，感無量と言った様子であっ

た。そして， i本当は，娘は私よりもしっかり して

いるのかもしれません。…私の方が忙しさにかまけ

て妻のことを忘れようとしていたのかもしれませ

ん。A子のように活き活drど妻のことを思い出すこ

とをしていませんでした一。私は妻の死後は形式的

なことにばかりこだわって，娘を叱りつけていたの

に，娘は私のこともこうして毎回の絵に登場させて

くれたんですね」ど涙を涜しながら諮った。

そして，筆者がくA子さんが新しい犬を飼いた

がっていますよ〉ど伝えると，父親は iA子ど同じ

で私も前の犬が死んでからはもう飼うまいと思って

いました。でも，こうして A子が死んだ妻のこと

も前の犬のこども今でも家族として大切にしている

ことがわかりましたし，そうできるのですね。ま

た，犬を飼おうかなあ」ど言って笑った。更に，父

親は「最近は，妻が生きていた頃のように家の中が

明るくなりました。近頃の A子は 「お父さん，こ

うじゃなきゃダメよ ~ wああしたほうがいいよ』等

と口やかましくて，委にそっくりです」と言って苦

笑いをした。筆者がくA子さんとお母さんは親子で

すから〉ど応じると，父親は 「そう かあ。この樹は

委であり A子でもあるんですね。妻は妻どそっく

りな A子を遺してくれたんですね」と語った。

最後に，父親は「このドラえもんは先生ですよ

ね」ど言うので，筆者は本心から「いいえ，違うど

思います。これは 『本物のドラえもん』だと思いま

す」ど応えると，父親は「はあ」ど首を傾げた。そ

して， 筆者がく何かあったら，必ずまた連絡を下さ

いね〉と伝えると，父親は「わかりました。ありが

とうございました」ど言い，お互いに深く頭を下げ

て，終結となった。

考察

不登校もひきこもりもうつ状態を伴って選延化し

やすいものであるが，本事例では比較的短期間で問

題解決に至った。山本 (2000)は “相談機関で短期

に終結しているケースには，意識的または理論的で

はないが危機介入 (crisisintervention)を結果的に

とっている場合が多い"としているが，本事例の場

合は，筆者は意識的に危機介入そ行った。平衡を

保っていた心の状態そゆさぶる事態を難問発生状況

(hazardous environment)と呼ぶが，本事例では少9:.

ど父親ともにそれは喪失 (loss)であった。そして少

女も父親も，この員ff間発生状況に対して，今まで身

につけてきた対処レパートリ ーから解決方法をあれ

これ使おうとしたが，どれもこれもうまくいかない

状態が続いたのである。そして，“そこに更に追い

討ち的な出来事が重なるこどで，危機状態は現実化

することが多い。この追い討ち的な出来事を，追い

込み因子または結実因子 (precipitatingfactor)どIJ平

ぶ" (111本， 2000)のだが，本事例の場合は， i強制

的な転校」がこれに相当 し，危機状況が発生したの

である。

筆者はこの危機状況は少女も父親も，喪の作業

(mourning work)ができていないために生じている

と判断し，介入を行った。その際，筆者は葬式のよ

うな 「儀式」 が必要であると考え，カウンセリング

どいう安全な状況下において描画を実施したのであ

る。)unge(1987)は，品iii聞による物語づくりは“人

生ど同じように始まりと終わりがあるため，死に

よって生じた喪失感に対処する象徴的な方法を提供

するこどができる"ど論じているが，本事例におい

ても安全かつ象徴的にトラウマの反復再現を行うこ

とができた。つまり，絵Aで「死んfご家族」が，

ゆっくりと再生を遂げ，絵Eに至って 「生き返っ

た家族」になったのである。人間関係において，人

は死んで、しまうとその関係が消えてしまうものでは

なし、。むしろ，大切な人の死後に，何度も何度も繰

り返し繰り返し思い出すことで，自分どその死んだ

大切な人どの関係が改めて構築されるのである。ゃ

まだ (2000)は，物語について，“変えられない過去

の事実を納得させる方法であるとどもに，自己の志

向を過去から未来へ向け変える時間判lの転換をする
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働きをもっと考えられます。過去を変えることはで

きませんが，未来は変えられますから，現状を変え

ていく力を回復するこどができるのです"ど述べて

いるが，本事例の少女ど父親においても未来志向

(future oriented)の力が生じたのである。

また，少女と父親が悪循環に陥った理由は，父親

がまず喪の作業ができていなかったからではないだ

ろうか。Holmes• Rahe (1975)が行った有名な研究

を引き合いに出すまでもなく， I配偶者の死」は非

常にストレスフlレなライフ ・イベン卜である。そn
でも，父親は妻の闘病中から毅然どして振る舞い，

妻の死後も涙も見せずに仕事に精喜子出した。却っ

て，そのせいで少女はどうしてよいのかわからなく

なってしまったのではないだろうか。Bowlby(1980) 

は， i児童期と青年期における親の死」の研究の中

で，“ある男児の母親は，父親の死に対してその子

どもが涙を流さないでいることを叱りつけた。する

と少年は「どうしてぼくが泣けるの」どし、ぃ返し

た。「ぼくは，ママのj戻をみたことカfないのに。J

と報告しており，そうした状況では，子どもが親の

死について疑問や悩みを抱いても黙殺されやすいと

指摘している。本事例においてもそれど同様の事態

が生じたと考えられる。父親は，カウンセリング場

面では，娘の絵の力喜子借りて実に豊かに感情を表出

したのであるが，そうした父親の変化を受けて少女

も変化したものと考えられる。

更に，ゃまだ (2000)は，通常は「生殖性」どか

「世代性」ど訳される Ericksonの造語 Igenerativity J 

を「生成継承性」ど訳し，“生成継承性の高い人た

ちは， I悪いことも当然ある， しかしそれが良く

なった」という救:済(あがない)シーケンスで諮る

こと"を見いだした。1没済シーケンスどは，例え

ば，本事例のように母親の死によって家族が親密に

なったというような変換が生じる物語のことであ

る。少女の絵の力によって，父親は娘に妻の面影を

見たのであり，まさに，妻の存在が娘の中に生成さ

れ継承されていたのである。

A子さんは，母親の闘病中に初潮を迎え， I女性」

への道を歩み出した。母親から女性性を継承したの

である。しかし A子さんは母親から授かった性を

誤まって使ってしまった。テレクラである。 A子さ

んは，母からの授りものを滅茶苦茶にしてしまいた

いほど，投げやりな気もちだったに違いない。こ こ

で母親の妹というまさに母親の血を継ぐ者がA子

さんそ諭したことは非常に象徴的であると同時に良

い効果をもたらしたと言える。叔母のような存在を

援助資源ど呼び，こうした周囲の人々からの援助を

ソーシヤ jレ・サポート (socialsupport)と呼ぶが， こ

れらを最大限に活用することも危機介入においては

重要なことである。

さて，描画やローlレシャツハテスト等の投映法の

内容分析においては，個々のアイテムの解釈もまた

重要であるが，難解である。筆者は少女の絵に登場

した「ドラえもん」について， 長年考え続けていた

が， ドラえもんは，やはり子どもにとっての 「救

い」の象徴であると解釈している。シンボ)レやイ

メージやメタファーというものは多義性があるから

こそ有益なのであり，一義的に特定の何かに置き換

えない方が良い場合が多し、。ここで仮に「ドラえも

んは筆者である」としてしまうと，国民的ヒーロー

であるドラえもんという 「象徴」がもっ多様な意味

|立界の広がりを限定してしまいかねないし，筆者な

どに例えられたら， ドラえもんのヒーローとしての

価値が下がってしまう。描画は退行を促進するが，

中学 3年生の少失ーによる「ドラえもん」どいうファ

ンタジーの語りに付き合うのがカウンセリングであ

り， Iドラえもんだけが，どこかへ行ってしまうの」

どいう語りの中に，彼女が現実ど対峠する覚悟を見

つけることができたからこそ， 筆者はカウンセリン

グの終結を決めたのである。 ドラえもんはドラえも

んで良いのである。
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